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「ふるさとで夢と希望を育み、地域の創り手となる子の育成」 

「しただの郷学園」小中一貫教育研究会より 

学園長 相澤 一徳 
長沢小・笹岡小・大浦小・森町小・飯田小と下田中の６小中学校で組織する「しただの

郷学園」づくりは今年で９年目となります。今年度は学園の目標を一部変更し、「地域の

創り手」というフレーズを取り入れました。下田の子を下田で育てる、下田の魅力を最大

限に活用して、下田を愛し、社会に貢献する子どもを育てる、という意識の表れです。実

現に向けて、我々しただの郷に勤務する教職員は、義務教育９年間を見通した「下田カリ

キュラム」をもとに小学校と中学校が協調しながら教育を実践していきます。学園として

の学校数や広さは市内で一番です。子どもも大人も地域を愛する気持ちも一番を目指しま

す。 

また、三条市教育委員会の新規事業として、小中一貫教育カリキュラム「キャリア教育

編」の構成、さらには「三条キャリア教育バンク」の活用事業が開始されます。とは言え、

このしただの郷には元々言わずと知れた歴史や

伝統と自然に恵まれた素晴らしい教育環境・教

育資源があります。まずは我々教職員が下田の

魅力を知り、大好きになること。その上で、子

どもたちがますます下田を大好きになるように、

素晴らしい教育資源を最大限に活用したいと思

います。しただの郷学園として、下田で育ち、

下田に生きる「キャリア教育」を実現していき

たいと考えます。 

５月１日（木）には、下田中学校を会場にして、

しただの郷学園小中一貫教育研究会を開催いた

しました。この会では、しただの郷学園運営協議

会長である山田宏髙様（有限会社藤兵衛工房代表

取締役）を講師にお招きし、ご自身がこれまで法

被を作成し地域を盛り上げてきたエピソードや

下田中学校に法被を贈った経緯等について講話

を承りました。更に、NPO ソーシャルファームさ

んじょう副代表の山口晃様からは、地域おこし協

力隊についてのプレゼン並びにメンバーの自己紹介がありました。講演会を含めたこれら

の内容は、他の学園にない当学園ならではの特色ある活動です。地域とのつながりを実感

するとともに地域と連携した活動の価値と可能性を共有する貴重な機会となりました。 
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しただの郷学園小中一貫教育推進会議広報部（担当：笹岡小学校） 

地域おこし協力隊についての紹介 

山田宏髙様の講演 



 

 

地域連携 

部会 

生徒指導部 〇民生委員・児童委員と学校との懇談会 

 7/14(月) 15:00～各学校 

 

〇深めよう絆スクール集会 

10/31（金）下田中学校（小６、中１） 

講師：未定 

学校保健・食育部 〇しただの郷学園学校保健委員会 

「～地域と家庭と学校で育てよう！ 

下田っ子の未来を～」 

11 月下旬 下田中学校 

対象：小５・６、中１、保護者、地域の方、 

教職員等 

講師： 未定 

共同授業・ 

共同活動 

部会 

  

教育課程部 〇中１授業参観・情報交換会(4/24)、小中乗り入れ

授業（３学期）、中学校入学説明会(1/14) 

 

〇小中一貫教育「カリキュラム」の積極的な活用と

充実 

学習指導部 〇「いきいきパワーアップ週間」 

（学校保健部会と連携） 
 ①5/8(木)～5/27(火) ②9/2(火)～9/12(金) 

 ③1/14(水)～1/23(金)  

※期間中の 7 日間、各校で決定し実施する。 
 

〇公開授業への相互参観、トリオ校、ペア校での交

流学習等 
 

〇人権教育、同和教育研修会 

7/31(木) 13：30～15：30 

諸橋轍次記念館 

講師：分水小学校 教諭 和平 秀樹 様 

特別支援教育部 〇小中交流会 6/26（木）笹岡小学校 

 

〇ライオンズチャレンジ教室 9/25（木） 

内容は検討中 
 

〇ウインターフェスティバル 12/1(月)～12/12（金） 

各校で実施 

評価・広報 

部会 

評価部 

広報部 

〇小６と中１の児童生徒を対象にした 

「進学アンケート」の実施(６月) 
 

〇広報「しただの郷学園」を学期に１回発行 

しただの郷学園 小中一貫教育推進会議 各部の主な活動計画 

   

   

   

   

   

 


